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   奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 

「初秋の錫杖岳」   蜘手 康介

米山奨学委員会

＜会長の時間＞ 
今回はビジョナリーピ

ープルという書籍の紹介

をします。著者はジェリー

ポラスほかニ人。20年以上

にわたって成功し続けて

いる 200 人以上の人達とのインタヴューを基に書かれていま

す。 

お金に恵まれた境遇から何かを始めた人はほとんどいませ

ん。ひどい環境だった人もいれば恵まれた人もいます。後世

に残る偉業を成し遂げるための、わずかなチャンスをものに

するただ一つの道は、自分が大好きなことを選択しその仕事

に対して愛情を注ぐことです。世のため人のために奉仕をし

ようという大義が、無心で全力をたせる原動力になっている

ようです。この錦の御旗が、仕事で最大限の力を発揮できる

能力を身に着けることになり、生き甲斐となっています。性

格的には人一倍の責任感、大胆さ、情熱、そして責任感を伴

った楽観主義者であります。 

最初はうまくいかなくても時間がたてばものごとは好転する、ど

んな答えの見えない難題にもその中にはチャンスが内在する、と

いう信念を待っています。どうしようもない敗北の山を抱え、ど

ん底の環境にいてもそれを笑ってこらえるだけの力があります。

多くの人はとんでもない失敗や損失、そしてつらい失望の経験が

ありますが、逆にそこから役に立つ教訓や知識を手に入れ、驚く

べき回復力つまり逆境から立ち直る能力を発揮しています。成功

ヘ向かう途中には、失敗を経験する必要がおり、逆境こそ仕事の

実力を向上させるチャンスだと信じています。永続的な成功を収

めている人たち全員に共通しているものが一つだけあるとすれ

ば、それは彼らが皆失敗の達人だという事実のようです。失敗を

糧にして成長しているということです。 

最後になりますが圧倒的多数の人が、自分の成功は思いが

けない幸運に恵まれた『セレンデイピイテイ』と感じていま

す。予測不能な苦難の中で、長い年月をかけて探しているも

のが常に期待通りの結果になるとは限らない。表面上はよろ

しくない、あるいは役に立たないと思われるものが思いがけ

ないチャンスになるということです。 

 

＜幹事報告＞ 
◎ＲＩ日本事務局より 

 ・12 月のﾛ ﾀーﾘー ﾚー ﾄについて   

１ドル ８０円（現行どおり） 

◎ガバナー より 

 ・ロータリー世平和フォーラム広島 ポスターセッションの募集 

◎ガバナーエレクト事務所より 

・ガバナーエレクト事務所年末年始休暇のお知らせ 

   １２月２８日(金)～１月４日(金)まで 

◎高山市社会福祉協議会より 

・平成24年度高山市社会福祉協議会第3回評議員会の開催について 

日時  １２月１８日(火)   午後２時より 

 場所  総合福祉センター ３階作業室 

議題  社会福祉法人高山市社会福祉協議会定款の一部変更について 

社会福祉法人高山市社会福祉協議会一般会計資金 

収支補正予算について 

＜例会変更＞ 

高山中央 … 平成25年 1月 7日 (月) は、新年家族例会のため 

18：30～ ひだホテルプラザ に 変更 

      14日 (月) 法定休日 (成人の日) のため休会 

美濃加茂 …12月21日 (金) は、クリスマス家族同伴例会のため、 

22日(土) 18：00～ ｼﾃｨﾎﾃﾙ美濃加茂 に変更 

12月28日 (金) は、定款に基づき 休会 

可  茂 … 12月 5日(水)は、年次総会・懇親会のため、 

18：30～ に変更 

12月12日(水)は、清掃奉例会のため、 

2日(日)8：00～ 坂祝町迫間川 に変更 

12月26日(水)は、クリスマス家族例会のため、 

23日(日) に変更 

＜受贈誌＞  

 ロータリー財団｢ロータリー財団補助金ニュース｣ 

 

＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 38名 13名 51名 51名 100.00％

本日 40名 － 40名 51名 78.43％ 
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＜本日のプログラム＞ 米山奨学委員会 

 委員長  伊藤 松寿 

[米山奨学記念奨学会とは] 

 全国のロータリアンか

らの寄付金を財源として、

日本に学ぶ私費外国人留

学生に奨学金を支給し、支

援する国際奨学金事業で

す。日本と世界を結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、

ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成することが事

業の使命です。 

その歴史は 50 年以上にさかのぼります。平和を愛し、青

少年に手をさしのべた「日本ロータリーの父」米山梅吉氏の

遺徳を記念する事業として、1952年に東京ロータリークラブ

は、 

海外からの留学背を支援する国際奨学事業をはじめました。

そして、1967年に（財）ロータリー米山記念奨学会が設立し

ました。 

これまでの、奨学生の採用数は、年間800人、累計で1万

５千人以上で、出身国は１１０の国と地域に及びます。 

[ジュニンの結婚式に参列して] 

オーストラリアの元交換学生のジュニンの結婚式が、11月

10日にオーストラリアのカイアマというところで行われ、家

内と二人で参加してまいりました。 

ジュニンは、14 年前（１９９７~１９９８）に、高山に１

年間滞在し、高山高校（現 飛騨高山高校）へ通いました。

我が家へは、帰国前の１ケ月間だけホームステーィをしただ

けでしたが、その後、東京外語大学へ短期留学をしたときに

高山へ遊びにきたり、お姉さんと二人で高山へ来たり、2 年

前には東京の友だちを訪ねた際も高山へ足をのばしてくれま

した。その後もメールのやりとりをしていました。 

今年のはじめ、突然、電話で直接、「この秋、ショーンと結

婚式をあげることになりました。ぜひ、お父さん、お母さん、

出席して下さい。」とのこと。私も家内も「いいよ、出ます。」 

と答えました。ただし、ジュニンは、二人とも「着物」でき

てね、と付け加えました。 

かくして、私は羽織、袴、白足袋、雪駄に扇子、家内も着物

というかたちになりました。 

ウェディング・セレモニーと

ウエディング・パーティーは、

シドニーの南南西（電車で 2

時間半ほど）の海岸リゾート

地、カイアマで美しい海岸を

バックに百名以上が参加し、

盛大にかつ和やかに行われま

した。式から披露宴のおわり

まで、実に8時間もかかりま

したが、終始、感動を感じる

楽しいものでした。 

これで、ジュニン・スエイト

は、晴れてジュニン・フェリ

ス夫人となりました。 

ロータリアンの皆さまにく

れぐれも宜しくとのことでし

た。 
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＜ニコニコボックス＞ 
●折茂 謙一さん 

①本日は早川さん、ようこそご臨席下さいました。 

②昨夜は交換学生研修会、出席の皆様有難うございました。 

鴻野さんご苦労さまでした。 

●米澤 久二さん 

・高山ＲＣの早川宏治さん、ようこそいらっしゃいました。 

・伊藤さん、本日のスピーチ楽しみにしております。よろし 

くお願いします。 

●小森 丈一さん、平 義孝さん 

高山ＲＣの早川宏治様のご来訪を歓迎します。財団地区補助 

金の受付は明日からですね。どの様な活動を計画されていま 

すか？ 

●伊藤 松寿さん 

本日の例会は米山奨学委員会の担当例会です。前半は奨学事 

業のご案内をさせていただき、後半はオーストラリアの元交 

換学生、のジュニンの結婚式の報告にあてたいと思います。 

宜しくお願い致します。 

●鴻野 幸泰さん 

・昨日の国際奉仕委員会主催の交換学生研修会に参加下さい 

ました会員の皆様、誠にありがとうございました。 

・11月28日、家内の誕生日にお花をいただき誠にありがと 

 うございました。 

●田中 武さん 

先日11月18日に結婚記念日のケーキが届きました。皆でお 

いしくいただきました。ありがとうございました。 

●田中 正躬さん 

昨日は結婚祝いのプレゼントが届きました。大変ありがとう 

ございました。金婚式まではあと７年あります。遠いですね。 

●堀川 和士さん 

一昨日の高山市民時報に私の記事が掲載されました。久し振 

りの祝大漁、100㌔を超える重量でした。－６０℃４００㍑ 

冷凍庫に収納しましたので、順次皆様の奥地に入ります様計 

画努力いたします。 

●内田 幸洋さん 

堀川さん、おめでとうございます。私はフィッシングはしま 

せんので羨ましいです。 

●井辺 一章さん 

ニコニコ担当の平さん、小林さんの顔を見てニコニコを出し 

ます。頑張って下さい!!旅館組合は100周年になりました。 

●山藏 真輔さん 

出張続きで久々の出席です。そしてバッチを忘れました。す 

みません。 

●阪下 六代さん 

なんやかんや言っているうちに、もう明日から師走です。私 

は一足早く士走ということで早退させていただきます。 

●小田 博司さん 

政党混迷、我が家も混迷、良い事ありません。早退します。 

早川様久方ぶりです。 

●挟土 貞吉さん、洞口 良一さん 

「中林和夫さんを偲ぶ」二人で良く酒を飲み、常にこの俺の 

身体を案じて優しく気遣ってくれた友人であり、飛騨一番の 

建築工事業経営者(営業マン)であったやり手の男、自称「俺 

は晴れ男」と言い、雨模様のゴルフ場でも謀反人がドライバ 

ーを握ると晴れる神通力を持ち合わせ、また『すいもんさ』 

と『いったんだらけ』は同じだ、と絶対譲らずのままあの世 

に早く旅立った中林和夫さんを偲び、心よりご冥福をお祈り 

します。 

 

 

平成 13 年 3 月に高山Ｗ・Ｒ・Ｃ・に入会させて頂いてから

早や 12 年目を迎えています。当時入会を勧めてくれたのは同

期生の脇本さんで、その頃は同期生が沢山いて、入会に付いて

は余り抵抗は有りませんでしたが、只、脇本さんは厳しい審査

が有るので入会出来るかどうかは分からんぞと念押しされま

したが、何も無かったんですね？それから出席、プログラム、

新世代、親睦、ＳＡＡ、社会奉仕、クラブ奉仕等、各委員長を

させて頂き、始めは分からない事ばかりで大変でしたが経験者

の皆さんに教えて頂き、曲りなりに何とかやらせて頂いていま

す。全てが良い経験になり特に異業種の方々とのお付き合いは

非常に勉強になります。今後も驕ることなく西ロータリーの会

員として恥ずかしくない行動をしなければならないと思う今

日この頃で御座います。ロータリーの綱領、四つのテストを本

文とし頑張って行きたいと思います、自分一人では何も出来ま

せん。メンバーの方々とより以上に友好を深めロータリーと共

に成長したいと思います『合掌』 

一期一会     ｢私のロータリー｣    田中 武 

私が西小サッカーのコーチをしていた時、以前より親交のあ

った元全日本ＧＫ、トヨタ自動車サッカーチームＧＫの西垣氏

より、トヨタ少年サッカーチームと練習試合の要請があり、試

合をする前お互いに言葉を交わし、頭を下げて礼をした時のこ

とである。私が礼をして頭を上げてると、西垣氏はまだ深々と

頭を下げておられ、私は慌てて最敬礼をしたのである。人生に

おいてもサッカーにおいても大先輩対する非礼を恥じつつ、頭

を下げたことを思い出します。少年たちとその親がいる面前

で、大人でコーチの私が教えられた一瞬であり、今でも私の心

の中に深く刻まれています。 

「実るほど 頭の垂れる 稲穂かな」 

一期一会                 寺田 昌平 
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